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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多角板状の複数の銀結晶粒子を含むエンジンオイル用添加剤であって、
　当該エンジンオイル用添加剤に含まれる前記銀結晶粒子は、全て、３００～５００ｎｍ
の長さを有することを特徴とするエンジンオイル用添加剤。
【請求項２】
　請求項１に記載のエンジンオイル用添加剤であって、
　鉱物油、化学合成油、又は前記鉱物油と前記化学合成油との混合油に、前記銀結晶粒子
が分散されていることを特徴とするエンジンオイル用添加剤。
【請求項３】
　基油と、請求項１又は２に記載のエンジンオイル用添加剤とを含むことを特徴とするエ
ンジンオイル。
【請求項４】
　請求項３に記載のエンジンオイルであって、
　当該エンジンオイル４Ｌ当たりの前記銀結晶粒子の含有量が０．２５～５ｇであること
を特徴とするエンジンオイル。
【請求項５】
　エンジンオイルへ添加剤として複数の銀結晶粒子を添加する添加方法であって、
　エンジンオイルに、前記銀結晶粒子として、３００～５００ｎｍの長さを有する多角板
状の銀結晶粒子のみを添加することを特徴とする添加方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車や建設機械等のエンジンオイルに添加されるエンジンオイル用添加剤
、このエンジンオイル用添加剤が配合されたエンジンオイル、及びエンジンオイルへの添
加剤の添加方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、エンジンオイルには、潤滑性能を向上させるために、固体潤滑剤が添加される
。例えば、特許文献１には、固体潤滑剤と有機媒体とを含む組成物で、エンジンを潤滑処
理することが開示されている。
【０００３】
　特許文献１において、固体潤滑剤の具体例として、モリブデンジスルフィド、タングス
テンジスルフィド、グラファイト、ポリテトラフルオロエチレン、窒化ホウ素、軟質金属
（例えば、銀、鉛、ニッケル、銅）、フッ化セリウム、酸化亜鉛、硫酸銀、ヨウ化カドミ
ウム、ヨウ化鉛、フッ化バリウム、硫化錫、リン酸亜鉛、硫化亜鉛、マイカ、硝酸ホウ素
、ホウ酸、フッ化炭素、リン化亜鉛、及びホウ素が挙げられている。
【０００４】
　このような固体潤滑剤、例えば、モリブデンジィスルフィド、銅、銀、及び鉛の混合物
からなる固体潤滑剤をエンジンオイル中に分散させるには、まず、真空中又は空気中にお
いてその固体潤滑剤をボールミル微粉砕する。次いで、微粉砕された混合物を植物油（カ
ノーラオイル）中でボールミル微粉砕した後、乳化剤を添加してから、これを、エンジン
オイル中に添加する。
【０００５】
　このようにして固体潤滑剤がエンジンオイルに添加されることにより、エンジンオイル
の潤滑性能は向上し、エンジンのトルク及び馬力の向上効果が得られる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表２００９－５２８６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記工程を経てエンジンオイル中に分散された固体潤滑剤は、エンジン
を構成する機械部品の金属表面の凹凸への蓄積又は付着性に乏しく、潤滑性能を大幅に向
上させることができるものではなかった。つまり、上記工程を経て固体潤滑剤をエンジン
オイルに添加したことによるエンジンのトルク及び馬力の向上効果は僅かなものであった
。
【０００８】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであって、エンジンオイルの潤滑性能
を高める効果に優れたエンジンオイル用添加剤、及びこのエンジンオイル用添加剤が配合
されたエンジンオイルを提供することを目的とする。
【０００９】
　また、本発明は、エンジンオイルの潤滑性能を高める添加剤の添加方法を提供すること
を他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは、上記課題に対して鋭意検討した結果、３００～５００ｎｍの長さの多角
板状の銀結晶粒子が、エンジンを構成する機械部品の金属表面の凹凸に蓄積又は付着し易
く、また、エンジンオイル中に分散し易いことを見出した。
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【００１１】
　そこで、本発明に係るエンジンオイル用添加剤は、多角板状の複数の銀結晶粒子を含む
エンジンオイル用添加剤であって、当該エンジンオイル用添加剤に含まれる前記銀結晶粒
子は、全て、３００～５００ｎｍの長さを有することを特徴とする。
【００１２】
　この構成によれば、エンジンオイル用添加剤は、エンジンを構成する機械部品の金属表
面の凹凸に蓄積又は付着し易い形状及び大きさの銀結晶粒子を含むから、エンジンオイル
に減摩効果を与えて、エンジンオイルの潤滑性能を高めることができる。
【００１３】
　また、本発明に係るエンジンオイル用添加剤は、鉱物油、化学合成油、又は前記鉱物油
と前記化学合成油との混合油に、前記銀結晶粒子が分散されたものであってよい。
【００１４】
　この構成によれば、エンジンオイルに添加し易いエンジンオイル用添加剤を提供するこ
とができる。
【００１５】
　本発明に係るエンジンオイルは、基油と、本発明に係るエンジンオイル用添加剤とを含
むことを特徴とする。
【００１６】
　この構成によれば、エンジンオイルには、本発明に係るエンジンオイル用添加剤が配合
されるから、優れた潤滑性能を有するエンジンオイルを提供することができる。
【００１７】
　本発明に係るエンジンオイルにおいて、当該エンジンオイル４Ｌ当たりの前記銀結晶粒
子の含有量は０．２５～５ｇであってよい。
【００１８】
　この構成によれば、より優れた潤滑性能を有するエンジンオイルを提供することができ
る。
【００１９】
　また、本発明に係る添加方法は、エンジンオイルへ添加剤として複数の銀結晶粒子を添
加する添加方法であって、エンジンオイルに、前記銀結晶粒子として、３００～５００ｎ
ｍの長さを有する多角板状の銀結晶粒子のみを添加することを特徴とする。
【００２０】
　この方法によれば、エンジンオイルに、エンジンを構成する機械部品の金属表面の凹凸
に蓄積又は付着し易い形状及び大きさの銀結晶粒子が添加されるから、エンジンオイルの
潤滑性能を高めることができる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のエンジンオイル用添加剤によれば、エンジンを構成する機械部品の金属表面の
凹凸に蓄積又は付着し易い形状及び大きさに設定された銀結晶粒子がエンジンオイル用添
加剤に含まれているから、このエンジンオイル用添加剤をエンジンオイルに添加すること
で、エンジンオイルに優れた潤滑性能をもたせることができる。
【００２２】
　また、本発明のエンジンオイルによれば、本発明に係るエンジンオイル用添加剤がエン
ジンオイルに配合されるから、潤滑性能に優れたエンジンオイルを提供することができる
。
【００２３】
　さらに、本発明の添加方法によれば、エンジンを構成する機械部品の金属表面の凹凸に
蓄積又は付着し易い形状及び大きさの銀結晶粒子がエンジンオイルに添加されるから、エ
ンジンオイルの潤滑性能を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
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　以下、本発明を詳細に説明する。
【００２５】
　本発明のエンジンオイル用添加剤は、多角板状の複数の銀結晶粒子を含む。この銀結晶
粒子は、長さが３００～５００ｎｍのものが、他の大きさのものに比べて、エンジンを構
成する機械部品の金属表面の凹凸に蓄積又は付着し易く、また、エンジンオイル（基油）
中に分散し易い。
【００２６】
　このため、本発明のエンジンオイル用添加剤に含まれる銀結晶粒子は、全て、３００～
５００ｎｍの長さを有している。エンジンオイル用添加剤に長さが３００ｎｍ未満又は５
００ｎｍを超える銀結晶粒子が含まれている場合には、エンジンを構成する機械部品の金
属表面の凹凸へ十分な量の銀結晶粒子を蓄積又は付着させて、その凹凸を十分に平滑化さ
せることができない。つまり、エンジンオイルの潤滑性能を十分に向上させることができ
ず、エンジンのトルク及び馬力を十分に向上させることができない。
【００２７】
　上記した本発明のエンジンオイル用添加剤の形態は、特に限定されるものではなく、長
さが３００～５００ｎｍの複数の銀結晶粒子からなる粉末剤の形態であってもよいし、例
えば、以下に示すような液剤、カプセル剤、及び錠剤の形態であってもよい。
【００２８】
　液剤とする場合には、例えば、鉱物油、化学合成油、又は鉱物油と化学合成油との混合
油に長さが３００～５００ｎｍの銀結晶粒子を分散させればよい。液剤とする場合の銀結
晶粒子の配合量は、エンジンオイルへの添加のし易さから、鉱物油、化学合成油、又は鉱
物油と化学合成油との混合油１００ｍＬ当たり、０．２５～５ｇであることが好ましく、
０．２５～１ｇであることがより好ましい。
【００２９】
　また、カプセル剤とする場合には、例えば、カプセルの中に上記粉末剤を包含させるか
、或いは、カプセルの中に上記液剤を包含させればよい。このようなカプセル剤がエンジ
ンオイルに添加されると、エンジンオイル中では、カプセルが溶け、長さが３００～５０
０ｎｍの銀結晶粒子が分散することとなる。
【００３０】
　さらに、錠剤とする場合には、例えば、上記粉末剤を圧縮成形すればよい。
【００３１】
　このような本発明のエンジンオイル用添加剤は、新しいエンジンオイルだけでなく、一
定距離走行後のエンジンオイル（使用中のエンジンオイル）に添加して使用することも可
能である。
【００３２】
　また、本発明のエンジンオイル用添加剤のエンジンオイルへの添加量は、特に限定され
るものではないが、エンジン１台（エンジンオイル約４Ｌ）当たり、銀結晶粒子の量が０
．２５～５ｇ、より好ましくは０．２５～１ｇとなるように添加されることが好ましい。
【００３３】
　エンジン１台当たりの銀結晶粒子の量が０．２５ｇ未満である場合には、金属表面の凹
凸を平滑化するのに十分な量の銀結晶粒子を確保することができず、エンジンオイルに十
分な潤滑性能をもたせることができないおそれがある。また、エンジン１台当たりの銀結
晶粒子の量が５ｇを超えると、銀結晶粒子を加えたことによる効果は飽和する可能性があ
ることから、経済的に好ましくない。
【００３４】
　また、本発明のエンジンオイル用添加剤は、いずれの種類及び組成のエンジンオイルに
も使用可能であり、鉱物油、化学合成油、又は鉱物油と化学合成油との混合油を基油とし
て含む市販のエンジンオイルのいずれにも使用可能である。これらの中でも、粘度が０Ｗ
－２０、０Ｗ－４０、０Ｗ－３０、及び０Ｗ－５０であるエンジンオイルは、銀結晶粒子
を均一に分散させ易いため、本発明のエンジンオイル用添加剤の使用に特に適している。
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【００３５】
　また、本発明のエンジンオイル用添加剤には、必要に応じて、分散剤が配合されていて
よい。分散剤としては、銀結晶粒子の凝集を防ぐことができるものをいずれも使用するこ
とができ、スフォネート系、フェネート系、サシレート系、フォスフォネート系、及びコ
ハク酸イミド系の分散剤を好適に使用することができる。これらの分散剤は１種のみを単
独で使用してもよく、或いは、２種以上を併用してもよい。
【００３６】
　本発明のエンジンオイルは、基油と、上記した本発明のエンジンオイル用添加剤とを含
むものである。ここで、基油は、特に限定されず、鉱物油、化学合成油、及び鉱物油と化
学合成油との混合油から選択される１種を単独で又は２種以上を組み合わせて用いること
が可能である。
【００３７】
　また、本発明のエンジンオイルの粘度は、銀結晶粒子が均一に分散され易い、０Ｗ－２
０、０Ｗ－４０、０Ｗ－３０、及び０Ｗ－５０のいずれかに設定されていることが好まし
い。
【００３８】
　また、本発明のエンジンオイルにおいて、銀結晶粒子の含有量は、当該エンジンオイル
４Ｌ当たり、０．２５～５ｇであることが好ましく、０．２５～１ｇであることがより好
ましい。エンジンオイル４Ｌ当たりの銀結晶粒子の量が０．２５ｇ未満である場合には、
金属表面の凹凸を平滑化するのに十分な量の銀結晶粒子を確保することができず、エンジ
ンオイルに十分な潤滑性能をもたせることができないおそれがある。また、エンジンオイ
ル４Ｌ当たりの銀結晶粒子の量が５ｇを超えると、銀結晶粒子を加えたことによる効果は
飽和する可能性があることから、経済的に好ましくない。
【００３９】
　また、本発明の添加方法は、エンジンオイルに、添加剤として、３００～５００ｎｍの
長さを有する多角板状の複数の銀結晶粒子を添加するものである。ここで、銀結晶粒子の
添加量は、本発明に係るエンジンオイル用添加剤の添加量と同様に、エンジン１台（エン
ジンオイル約４Ｌ）当たり、０．２５～５ｇであることが好ましく、０．２５～１ｇであ
ることがより好ましい。
【実施例】
【００４０】
　以下、本発明を実施例を挙げて詳細に説明するが、本発明はこの実施例に限定されるも
のではない。
【００４１】
　＜実施例１＞
　本発明の実施例１に係るエンジンオイル用添加剤は、鉱物油１００ｍＬに対して３００
～５００ｎｍの長さを有する多角板状の複数の銀結晶粒子を０．２５ｇ分散させたもので
ある。
【００４２】
　－トルク及び馬力の計測実験－
　この実施例１のエンジンオイル用添加剤によるエンジンのトルク及び馬力の増減を確認
するため、シャシー・ダイナモ試験を行った。シャシー・ダイナモ試験は、計測器に自動
車を取り付け、回転数、エンジン馬力、トルク等の自動車性能を計測する試験である。試
験は、約１５００～７０００ｒｐｍの回転数におけるトルク及び馬力をニュージーランド
製のダイナパック（商品名）により計測することにより行った。
【００４３】
　シャシー・ダイナモ試験に供した自動車は、マツダ自動車株式会社製のユーノスロード
スター　ＮＡ６ＣＥで、走行距離が９３１８８ｋｍのものである。エンジン型式はＢ６型
（四気筒ガソリンエンジン）で、排気量は１５９７ＣＣである。また、エンジンオイルに
は、株式会社和光ケミカル製の４ＣＲを用いた。
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　以下表１に、添加剤が添加されていないエンジンオイル（無添加）に対して試験を行っ
た結果と、このエンジンオイルに、実施例１のエンジンオイル用添加剤１００ｍＬ（銀結
晶粒子０．２５ｇ）を添加して試験を行った結果とを示す。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　表１に示されるように、実施例１のエンジンオイル用添加剤は、無添加と比較して、ト
ルク及び馬力を向上させるものであること認められた。この結果は、実施例１のエンジン
オイル用添加剤がエンジンオイルに減摩作用を与え、エンジンオイルの潤滑性能を高めた
ことによるものと考えられる。
【００４７】
　また、実施例１のエンジンオイル用添加剤が、自動車の種類、即ち、エンジンの種類に
関係なく、トルク及び馬力を向上させる効果を有することを立証するため、上記と同様の
シャシー・ダイナモ試験を、試験自動車として、ＢＭＷ社製のＢＭＷ１３５ｉクーペ（６
ＭＴ）で、走行距離が５９６５ｋｍのものを用いて実施した。なお、この試験自動車のエ
ンジン型式はＮ５４Ｂ３０Ａ（直列六気筒ＤＯＨＣ）で、排気量は２９７９ＣＣである。
この結果を以下表２に示す。
【００４８】

【表２】

【００４９】
　表２に示すように、ＢＭＷ社製のＢＭＷ１３５ｉクーペ（６ＭＴ）に対しても、実施例
１のエンジンオイル用添加剤は、無添加と比較して、トルク及び馬力を向上させるもので
あること認められた。
【００５０】
　さらに、実施例１のエンジンオイル用添加剤を添加したことによるエンジンオイルの潤
滑性能向上効果の持続性を調べるため、エンジンオイル用添加剤の添加直後のトルク及び
馬力と、添加してから約２１００ｋｍ走行後におけるトルク及び馬力との比較試験を実施
した。この結果を、以下表３に示す。なお、本比較試験に際して、シャシー・ダイナモ試
験に供した自動車は、ホンダ技研工業株式会社製のＳ２０００で、走行距離が４８１２４
ｋｍのものである。エンジン型式はＦ２０Ｃで、排気量は１９９７ＣＣである。また、エ
ンジンオイルには、株式会社和光ケミカル製の４ＣＲを用いた。さらに、実施例１のエン
ジンオイル添加剤の添加量は１００ｍＬ（銀結晶粒子０．２５ｇ）とした。
【００５１】
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【表３】

【００５２】
　表３に示されるように、添加直後と比較して、２１００ｋｍ走行後の方が、トルク及び
馬力が高いことが認められた。これは、エンジン内各部をエンジンオイルが循環していく
につれて、銀結晶粒子が、エンジンを構成する機械部品の金属表面の凹凸に蓄積／付着し
ていき、その凹凸が平滑化されたことによると考えられる。
【００５３】
　また、実施例１のエンジンオイル用添加剤が従来のものに比べて、エンジンのトルク及
び馬力を向上させる効果に優れていることを立証するため、実施例１のエンジンオイル用
添加剤を添加した時のトルク及び馬力と、３～５ｎｍの銀結晶粒子が油液中に分散されて
いる市販のエンジンオイル用添加剤（市販品）を添加した時のトルク及び馬力との比較試
験を実施した。この結果を以下表４に示す。
【００５４】
　なお、本比較試験に際して、シャシー・ダイナモ試験に供した自動車は、本田技研工業
株式会社製のＳ２０００で、走行距離が５３５００ｋｍのものである。エンジン型式はＦ
Ｃ２０、排気量は１９９７ＣＣである。また、エンジンオイルは、株式会社和光ケミカル
製の４ＣＲを用いた。さらに、実施例１及び市販のエンジンオイル添加剤の添加量は、い
ずれも、１００ｍＬとした。
【００５５】
【表４】

【００５６】
　表４に示されるように、実施例１のエンジンオイル用添加剤は、市販品と比較して、ト
ルク及び馬力を向上させる効果に優れていることが認められた。この結果は、実施例１の
エンジンオイル用添加剤が、市販品と比べて、エンジンオイルに減摩作用を与え、エンジ
ンオイルの潤滑性能を高める効果に優れていることによるものと考えられる。
【００５７】
　－燃費の計測試験－
　実施例１のエンジンオイル用添加剤による燃費の増減を確認するため、複数種の試験自
動車を用意し、実施例１のエンジンオイル用添加剤の添加前後の燃費を測定した。具体的
には、ガソリンタンクをガソリンで満タンにした後、試験自動車を十分に走行させ、その
走行距離を、再びガソリンタンクをガソリンで満タンにしたときの給油量で除して、１Ｌ
当たりの走行距離を算出することにより、燃費を測定した。この結果を以下表５に示す。
なお、試験自動車の車種及び型式は、以下表５に示す通りである。また、エンジンオイル
には、粘度が０Ｗ－５０のものを用いた。実施例１のエンジンオイル用添加剤のエンジン
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オイルへの添加量は、試験自動車（エンジン）１台に対し１００ｍＬ（銀結晶粒子０．２
５ｇ）とした。
【００５８】
【表５】

【００５９】
　表５に示す結果より、実施例１のエンジンオイル用添加剤は、車種を問わず、燃費を向
上させることができることが認められた。
【００６０】
　以上のことから、本発明の実施例１に係るエンジンオイル用添加剤は、エンジンオイル
の潤滑性能を高めるものであり、エンジンのトルク及び馬力に加え、燃費を向上させるこ
とができるものであることが分かった。
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